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一
富
士
（
い
ち
ふ
じ
） 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
年
明
け
は
多
少
曇
っ
て
寒
い
日
も
あ
り
ま
し
た
が
、
概
ね
穏
や
か
な
暖
か
い
日
が
続
い

て
お
り
ま
す
。
本
年
を
通
し
穏
や
か
な1

年
で
あ
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
て
お
り
ま
す 

さ
て
、
今
年
の
お
正
月
は
家
族
で
富
士
宮
の
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
へ
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
紙
を
使
っ
た
教
会
や
、
災
害
時
の
復
興
住
宅
等
で
有
名
な
坂
茂
（
ば
ん
し
げ

る
）
氏
が
設
計
し
た
こ
と
で
も
話
題
を
呼
び
ま
し
た
。
建
物
の
正
面
を
木
格
子
を
組
み
上
げ

て
「
逆
さ
富
士
」
の
形
に
デ
ザ
イ
ン
し
、
セ
ン
タ
ー
前
面
に
湧
水
を
引
き
込
ん
だ
大
き
な
水

盤
上
に
富
士
山
を
映
し
出
す
と
い
う
素
敵
な
意
匠
を
凝
ら
し
た
建
築
で
し
た
。 

中
に
入
る
と
１
階
か
ら
５
階
ま
で
螺
旋
状
の
ス
ロ
ー
プ
を
登
り
な
が
ら
、
富
士
山
の
１
日

そ
し
て
四
季
を
体
感
で
き
、
更
に
富
士
山
の
歴
史
を
も
勉
強
で
き
る
よ
う
な
展
示
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
最
上
階
の
５
階
で
は
正
面
に
大
き
く
富
士
山
を
望
む
こ
と
が
出
来
、
幸
い
私
が

行
っ
た
時
は
雲
一
つ
な
い
快
晴
で
素
晴
ら
し
い
富
士
山
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
新
年

早
々
「
一
富
士
」
見
た
り
！
縁
起
の
良
い
お
正
月
で
し
た
。
是
非
皆
様
に
も
お
勧
め
で
す
。 

今
年
は
良
い
年
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
猪
突
猛
進
、
こ
の
ま
ま1

年

を
猛
ス
ピ
ー
ド
で
駆
け
抜
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
本
年
も
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す 
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社員ブログ 

● 我が家の恒例 ●      総務部 荻野 容子 

わが家の一年のスタートといったら 『初日の出』 からはじま

ります。今年は南伊豆の爪木崎へ行きました。水仙まつりでも有

名な爪木崎です。 

駐車場に着くやいなや、次から次に来る車であっという間の満

車で知名度の高さに圧倒され驚きました。 

今か今かと日の出待ちわびる中、わが子はというと、当たり前で

すが眠い目をこすりながら大あくびにご機嫌ななめな様子でした

(笑) 

寒さに耐えながら待ちわびたのに、あいにく今年は雲が多く並

んでいて水平線から昇る朝日は拝見できず、残念。 

初日の出は見れなかったけれど「家族みんなで見る！来る！」と

いうことに意味があるんだ、と結果楽観主義の私。 

帰り道、冷えきった身体を元旦温 

泉で癒し、伊豆のおいしい海の幸 

を堪能して、何だかんだ大満足の 

一日でした。 

今年も、仕事に遊びに、そして 

家族円満！健康で過ごせますよう 

にと新年の誓いです。 

■ 新入社員紹介 建設部 山田高光 ■ 

この１月１日より入社した新入社員をご紹介させて頂きます。 

「山田高光」新入社員と言っても当社では一番の年長となりますが、年

齢を感じさせない気のいい親父といった感じです。 

これまで勤めていた会社が廃業するということで当社へ入社すること

になりました。それまで担当していたお客様からの要請で、是非当社に

入社し継続して仕事を請けて欲しとの要望があってのことです。 

建設業一筋５０年の超ベテランで、二級建築士の資格を持っています。

今後ともよろしくお願い申し上げます 

本レターのご提供に付きまして、ご不要・ご迷惑という方に付き

ましては、その旨ご一報頂きたいと思います。次回からの発送を

中止させて頂きます。 

 

なんだ・かんだ 

◆ ２０１９年 亥年 ◆            

明けましておめでとうございます。本年もどうぞ宜しくお願い致しま

す。今年の年末年始は多くの企業が９日以上という長い休みでした。又

休み明けも成人式が月曜日ということで３連休とちょっと休み過ぎでは

ないかなと、社員は喜ぶ半面経営者としては不安になってしまうところ

です。そして、今年のゴールデンウィークも９連休、年末年始も９連休

です。日本は他の先進国と比べて休みが数が少ないと言われていますが、

祝日数はトップクラスです。皆一緒でなければ休むことが出来ないのが

日本人なのですね。 

さて、４日の大発会では前日のダウの大幅下落に呼応し、４５２円安

と大きく落とし２万円を割り込みました。その後アメリカ連邦準備理事

会のパウエル議長等の発言によって市場は「１９年は利上げなし」期待

に傾き、ダウは前日比の上げ幅が一時８３０ドルまでに達し、これに呼

応し翌日の日経平均も大幅に上げて２万円台に戻しました。 

株価に付きましては、昨年後半から不安定な状況が続いていますが、

この様な株価の乱高下は暫く続くものと思われます。 

元旦の日経新聞の主要企業経営者２０人による２０１９年度の景気見

通しでは、ＧＤＰの前年度比伸び率の平均は１.２％で、「緩やかな回復

基調が続く」との意見が大半を占め、１８年度に続き安定した成長を見

込んでいました。 

成長の理由としては、 ○海外景気の好調が輸出拡大を持続させる。 

○過去最高水準の企業収益と生産の拡大が投資意欲を押し上げる。 ○

訪日外国人による消費の拡大が見込まれる。等が上げられていました。 

また、記事には上げられていませんでしたが、統一地方選挙・改元・

参院選挙等のイベントもプラス要因だと思います。 

逆に景気の下振れリスクとしては、○米中貿易摩擦の長期化 ○海外

でのテロや朝鮮半島など国際情勢の不安 ○人手不足の問題 ○日米物

品貿易協定（TAG）における関税強化 ○消費税増税 等があげられてい

ました。 

そんな中で私が新年の挨拶回りをした中で当社のお客様の今年の景気

動向ですが、今年はまだら模様と言ったところでしょうか。良いと言わ

れたところでも、昨年の様に何ヶ月も先の受注をかかえていると言った

状況ではありませんでした。昨年は良かったが今年は春まで暇だとか、

継続の建築の改修案件もそれまで高スペックの材料を使っていたものを

仕様を落としてコストダウンするように要請されたりと、昨年よりも厳

しい状況になっていると感じました。 

亥年は十二支では最後の年回りです。季節で言うと冬が割り当てられ、

花も実も葉っぱも散ってしまい、やがて来る春の芽吹きに向けてこの時

期にエネルギーを貯めて次の生育への充電期間となる。そんな年だそう

です。来る暖かい春へ向けての準備をす 

る期間ということです。 

 しかしながら、じっとしてばかりもい 

られません。最悪を想定しながらも、イ 

ノシシのように勇猛に突進（挑戦）も 

していく年としたいと思っています。 

今年も宜しくお願い致します。 
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